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内閣府沖縄振興局 ヒアリング資料

NPO法人キッズドア

沖縄の子どもの貧困対策について
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相対的貧困率

日本の子どもの貧困の課題の本質

→沖縄は、より深刻

根本的解決策

就労収入を増やす
−若年層の正社員化促進
−女性の就労支援
−同一労働同一賃金

緊急施策
低所得世帯への直接支援
1．現金給付
−児童扶養手当の増額
−児童手当の増額
2．現物給付
−学習支援、就労支援
−医療費や学校給食の無償化
−就学援助金の増額＆拡大

貧困の連鎖に落ち
6人に1人の子どもが
経済の支え手から
支援を受ける側へ
→10年後、15年後
労働人口激減
非婚化，少子化に拍車

親の収入が
少ない

十分な教育が
受けられない

進学・就職で
不利

収入の高い職
につけない

子ども世代も
貧困に

貧困の連鎖

Copyright © 2015 NPO法人キッズドアAll Rights Reserved.

原因：若年層（20代～40代）の不安定雇用→非正規が増え年収が上がらない
景気ではなく「構造的課題」

子どもの貧困率が上がり続けていることが最大の課題
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沖縄の子どもの貧困の現状

沖縄タイムス 11月４日

1. 深刻な状況を打破するた
めに、内容、時間共に手
厚い支援

2. 働く意欲を持った若者を育
てるキャリア教育

3. 学習支援に加え、英語、
IT、ものづくりなど仕事に
つながる支援

沖縄の子どもの貧困対策

地方公立高校を魅力化し都
心部の高校生を入学させる

沖縄の地方創成×日本の子どもの貧困対策

○高校魅力化プロジェクト

東京の低所得世帯の高校生が、私立高校に行くよりも公設寮に住
んで地方の公立高校に行った方が学力も生活も充実

・島根県立隠岐島前高校
・白馬高校魅力化プロジェクト

沖縄型 子どもの貧困対策拠点の設計

沖縄型
総合支援型
居場所

• 毎日オープン（15時～20時）
• 食の支援
• −おやつ，軽食等
• 安心できる場所
• 顔なじみのマネージャー
＆スタッフ、ボランティア

• 定期試験対策
• 宿題対応
• 補習
• 受験指導

学習支援居場所

キャリア教育 実技プログラム

• コミュニケーション英語
• ITプログラミング教室
• 料理
• もの作りetc

• 働く楽しさを伝える
ー企業とのコラボレー
ション

• 働くことの大切さと働か
ないリスクを伝える

ご家庭への支援

学生・社会人ボランティアによる個別指導

仕事につながるスキルの獲得

・食の支援 ・教育相談etc
・家計相談（教育資金準備セミナー）
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学習支援が窓口となり生活支援他の貧困の連鎖を断ち切る支援につなげる

困窮家庭の子どもの教育支援（学習支援）を入口とした
「子どもの貧困」削減のためのネットワークを構築

キッズドアの学習会

保護者からの申込

・生活保護は受けたくない、物をもらうのは恥ずか
しいというような保護者も、子どものため、特に教
育に関しては、積極的に支援を求める

・学校を経由することで、ほぼすべての子どもにア
クセスできる。
ex)仙台市教委との連携で、学校経由で
チラシを配布すると、約10倍の申込あり

②食料（健康）支援・家計相談

学習会でおやつ等の提供
成長期の子どもの栄養補給。居場所。

家庭にパントリーサービスの提供
仙台では、案内した家庭の70%から
申込。保護者の精神的な支えにもなる。

•世田谷区： 子ども家庭支援センターとの定期連絡会 被虐待の予防や家庭状況の確認、新規生徒の受入など
•目黒区： ケースワーカーの方々が生活保護家庭の子どもと接するきっかけ、子どもの支援充実へ
•仙台市： 学校への案内配布・教室確保（学びの連携推進室）、要支援家庭への案内・困難ケースの相談（社会課、子育て支援課）

③関係機関への連絡窓口

①教育費準備・教育相談

情報提供
東京：チャレンジ支援貸付金
東北：高校生向け給付型奨学金等
教育費準備のセミナー、相談会
大学進学をあきらめさせない
「うちは貧乏だから、大学は無理」
という保護者の意識を変える
保護者が「読む気」になる教育情報
小冊子 の作成配布（※別添資料参照）
わかりやすく簡単な言葉で、文字は少なめ、
大きめ、イラストの使用など
受験対策等の教育相談
受験までの取り組み方、家庭学習の方法
等を相談できる。奨学金手続きの補助等。

5Copyright©2014 NPO KidsDoor

キッズドアの活動

定期無料学習会タイプ

月2～週2の頻度で、集合型の学習会

・高校受験対策講座
・高校生向け中退予防＆大学進学サポート
・ひとり親家庭対象
・生活保護および低所得等

学習支援機能付き居場所

火曜日を除く毎日 15時～20時
学習会 毎日 18時～20字
居場所酒ペース＆教室
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キッズドアの活動

英語習得

週１回 英語特化の学習会
企業コラボの英語ワークショップ等

ITプログラミング教室

中学生対象
小学生対象

キッズドアの活動

キャリア教育ワークショップ

企業コラボのキャリア教育

高校でのキャリア教育

東京都教育庁と連携しての
都立高校でのキャリア教育
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沖縄の地方創成×日本の子どもの貧困対策

低所得のご家庭

・勉強部屋がない。勉強机がない。
・アルバイトに追われる
・食費も削らなければならない

生活コストを押さえながら地方で充実した環境で
過ごす選択肢

キッズドアは、子どもの貧困解決に取り組むNPOです

団体概要

名称 特定非営利活動法人キッズドア（NPO Kids' Door）

設立 2007年1月 2009年10月法人化

理事長 渡辺由美子

URL http://www.kidsdoor.net

生まれてきた環境や災害によって、子どもたちの将来の夢や希望に不平等が
生じる社会はおかしい、貧困などの困難な環境にある子どもたちにも、フェアな
チャンスのある社会システムを作りたいと思い、キッズドアを 設立しました。

進学をあきらめてしまったら、就職にも不利です。収入の高い職に就く事が出来
なければ、その子どもたちも、また貧困の問題を抱えてしまいます。この負の連
鎖を断ち切る為に、子どもたちに進学する喜びを伝えたいとの思いから、子ども
のための無料の学習指導を中心に活動しています。

一人でも多くの皆様と一緒に、一人でも多くの子どもたちに、明るい未来への
チャンスを届けられることを楽しみにしています。

NPO法人キッズドア 理事長 渡辺由美子

キッズドアは、貧困に苦しむ日本の子どもたちの社会へのドアを開けるべく、多くの大学生や
社会人ボランティアと共に、子どもの教育支援に特化した活動を展開しています。

Copyright © 2015 NPO法人キッズドアAll Rights Reserved.
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